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特別講演会「ＡＩと共に生きる未来～ビシネスはここまで変わる～」開催報告 

 

                        

入居企業の近況報告                   

ものづくりインキュベーションセンターの５号室に入居している福島三洋プラスチック工業

株式会社では、バイオマスプラスチックを活用した製品開発を行っており、当機構でも新用途

展開（ノベルティグッズ）等の支援を行っています。 

バイオマスプラスチックとは、植物などの再生可能な有機資源を原料とするプラスチック

材料をいい、微生物などの働きにより分解される「生分解性プラスチック」とあわせて、バイオ

プラスチックと総称されることもあります。 

化石資源由来の従来のプラスチック材料と比較して、成長過程での光合成により大気中の

二酸化炭素を吸収する植物を使用するため、排出（燃焼）しても二酸化炭素のオフセットが実

現、地球温暖化の防止や化石資源への依存度低減にも貢献することが期待されています。 

その取り組みの一部をご紹介いたします。 

当機構の支援により郡山市の開成山大神宮との連携が実現し、境内にある樹木の枝葉を

材料の一部に使用した「しおり御守り」が製品化されました。昨年暮れに納めることができ、

初詣では多くの参拝客にお求めいただいたとのことです。 

一般的なプラスチックと異なり、この「しおり御守り」はお焚き上げを行うことができること

から、御守りとしての魅力を高めるポイントにもなっています。 

絵柄の印刷は神田産業株式会社（須賀川市）が行うなど、テクノポリス圏域・県内各地の企

業の協力により製品化されたことも、地域企業・経済活性化に貢献する製品となっています。 

 

２月１８日（水）、郡山テクノポリス地域戦略的アライアンス形成会議では、郡山高度情報化システム研究会、郡山地域テク

ノポリス推進協議会との共催によりデジタル変革（ＤＸ）特別講演会を開催しました。 

講師には、電気通信大学副学長の坂本 真樹氏を招き、「ＡＩと共に生きる未来～ビシネスはここまで変わる～」をテーマ

に、近年急速に進化を遂げているＡＩの進化と現状をふまえ、坂本氏が研究してきた言葉と感性の結びつき・感性ＡＩに関す

ることから、ＡＩがこれからの社会や産業のなかでどのように活用されていくのか、また、未来ではＡＩやロボットとどのよう

に共生していくのか、未来に向けてワクワクする内容をお話しいただきました。 

講演会終了後の交流会では、参加者がリラックスした雰囲気の中で交流を深め、新たな取引に向けた機会を探る場とな

りました。 

また、講演会の前には、アライアンス形成会議の第三回役員会を開催し、これまでの活動実績を報告するとともに、来年

度の活動に関して、委員から様々な意見が寄せられました。 

今回の講演会・交流会が、今後の皆様のビジネスに役立ち、新たな動きが生まれてくることを期待しています。 

 

                                   

 

 

  

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

令和8年3月1日 公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進機構 

しおり御守り 

ノベルティ例 



ものづくりインキュベーションセンター入居者審査委員会 開催報告 

 

 

 

 

１月３０日（金）にインキュベーションセンター会議室において、入居者審査委員会を実施しました。入居延長申込み３社に

ついて、各申請者が事業計画を発表した後に審査員からの質疑を受けました。 

厳正なる審査の結果、下記のとおり入居が決定しました。 

 

福島県産業支援機関ネットワーク会議（企業連携人材育成事業：福島県委託） 第４回ワークショップ開催報告 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

発行元     （公財）郡山地域テクノポリス推進機構 

TEL 024-947-4400  FAX 024-947-4475  E-mail techno@nm.net6.or.jp 

郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター 

TEL 024-926-0344  FAX 024-943-4441  E-mail monodukuri@nm.net6.or.jp                               

こおりやま広域圏「産学金官連携タイ販路開拓事業」成果報告会 

 

 

 

報告会では各社代表者より報告が行われ、栢本氏からは、本事業に参加したことで現地の大学

やバイヤーとの直接交流ができたことで今後の製品開発や販路開拓に実りの多いものとなった

こと、従来の販路（主に欧州や米国）以外に新たにチャレンジできたことに対する前向きなメッセ

ージをお話しされていました。 

その他、栢本氏を含む６名の報告者からは、「タイの多くの人々に製品を知ってもらうことがで

きた」「現地製品との差別化のポイントを肌で感じることができた」「世界情勢の変化をふまえ、タ

イ以外の国・地域でもチャレンジできる機会があるとありがたい」等、現地での活動を通じて得ら

れた意見が多く寄せられていました。 

 

新規

延長 

№ 企業名・代表者名 研究開発内容 入居期間 

延長 

１ 
株式会社ハンドレッドメディカル 

代表取締役 栢本 直行 

実験動物用福祉配慮型器具の開
発・製造 

令和８年３月１日～令和９年２月２８日 

７ 
株式会社朝日ＦＲ研究所 
代表取締役社長 大槻 尚文 

医療機器向け表面改質処理剤の

合成と評価 
令和８年３月１日～令和９年２月２８日 

１１ 

一般社団法人 
地域おこし協力隊活動推進協会 
代表理事 佐藤 恵美 

地域特産品を利用した６次化商品

の開発 
令和８年４月１日～令和９年３月３１日 

 

◆第４回ワークショップ（令和８年１月２９日（木） Ｗｅｂ開催） 

◆参加者３０名 

（県２、支援機関６、自治体６、ｱﾄ゙ ﾊ゙ ｲｽ機関７、事務局９） 

◆内容 ①前回ワークショックを受けてのマッチング状況報告 

   ②企業連携プラン作成の進捗状況報告 

   ③広域連携での課題と今後の方向性の調査・提案 

 【事業スキーム】 

第４回ワークショップでは、前回のワークショップで発表の有った６件の課題に対して１６件の連携推薦があり、それらにつ

いての進捗状況報告が行われました。併せて、今年度からスタートした企業連携プラン作成の進捗状況、さらにこれまでの

活動を踏まえての課題と改善・要望等について各支援機関から発表が行われました。 

 

こおりやま広域圏内企業の海外販路拡大を支援する事業として郡山市が主催した「産学金官連携タイ販路開拓事業」に、

ものづくりインキュベーションセンター起業支援室１号室に入居している株式会社ハンドレッドメディカル（代表取締役 栢本 

直行 氏）が参加しました。 

同社は本事業を通じて、昨年９月にタイ王国で開催された「メディカルフェアタイランド」へ出展したほか、国立マヒドン大

学での製品評価及び意見交換、現地バイヤーとの商談等の機会を得て、同社の動物実験用器具のタイ向けの販路拡大の足

掛かりとなる機会を得ることができました。 

２月１６日（月）には郡山市役所において帰国報告会が開催され、椎根 健雄 郡山市長へ実施結果が報告されました。 

※本事業には、医療福祉２社（ハンドレッドメディカル含む）、健康食品１２社が参加し、報告会当日は(株)コスモテック、

(株)小田原屋、(株)郡山製餡、鈴木醤油店、楪園芸(株)も参加しています。 
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